
守　口　市

No. 質問 回答

1
　土木工事における、調整池スラブに設置されているマン
ホールの個数・大きさ（径）・位置を御教示願います。

調整池スラブに設置しているマンホールは、φ９００が１４箇
所、φ５００が7箇所となっています。

2

　諸経費の算定方法について、土木工事、建築工事、電気
工事と３工種ありますが、諸経費の算定に当たってはそれ
ぞれの経費計算を行い合算されているのでしょうか、それと
も他の方法で積算されているのでしょうか、他の方法で積算
されている場合は、積算方法、諸経費率の考え方等につい
て、それぞれの経費計算を合算されている場合は該当する
工種区分（処理場等）について合わせてご教示願います。

諸経費の算定にあたってはそれぞれ経費計算を行い、合算
しています。
土木工事の工種区分は下水道工事（３）にて算出していま
す。

3
土木工事、建築工事、電気工事　各々の経費区分をお教え
下さい。

土木工事：下水道工事（3）
建築工事：改修建築工事
電気工事：下水道用電気設備請負工事費積算要領
　　　　　　 並びに同積算基準

4
 E-5流入ゲート及び開度計の試運転調整費は別途工事と
考えてよろしいでしょうか。
ご指示下さい。

今回工事に含みます。
なお、運転にかかる操作等は発注者にて行います。

5

・土木工事について、地下構造物での作業である為、漏水
や対象構造物の状態により、準備工（汚泥処理や鉄筋探
査）に想定以上の日数を要する可能性が高いです。工期の
変更は可能ですか？

監督員との協議による。

6
・土木工事について、鉄筋探査工において探査する鉄筋は
対象構造物の施工面側の鉄筋のみと考えてよろしいです
か？

左記の考え方のとおりです。

7

・土木工事について、後施工せん断補強筋工は特殊な工法
であり、設計図面から工法が特定できますが、受注後の工
法変更は可能ですか？また、その場合に設計工法の検討
に用いた資料等の貸与は可能ですか？

・後施工せん断補強筋工について工法は特定していませ
ん。
・財団法人 土木研究センター審査証明取得工法とします。
・設計において、工法の有効係数は0.9としており、資料等の
貸与 は可能です。

8

・土木工事について、設計図面にて既設構造物の『純かぶり
を現場調査により再調整する事』とあり、鉄筋探査後にせん
断補強筋を製作する事となりますが、工期設定の根拠をご
教示下さい。

施工業者ヒアリングによります。

9

・土木工事について、後施工せん断補強鉄筋工は既設構造
物を削孔する作業となりますが、対象構造物の状態により、
想定以上の日数を要する可能性が高く、施工機械の増数等
で対応できない場合には工期の変更は可能ですか？

監督員との協議による。

大枝ポンプ場耐震補強工事（その１）に関する質問及び回答について



10
・土木工事ついて、後施工せん断補強鉄筋工施工後の表面
処理方法（表面仕上げ方法）が明記されていません。表面
処理方法を御指示下さい。

断面修復材（モルタル等）により充填、表面仕上げとし、現況
復旧を原則とします。

11
工期が平成29年3月31日となっていますが、常識的な準備
工、後片付け工を除いた施工可能期間は、3箇月と考えてよ
ろしいのでしょうか。

左記の考え方のとおりです。

12
調整池内の換気設備・照明・工事用電気・水等は、既設の
設備を使用できるのでしょうか。

既設設備は使用できるものとします。

13
調整池内で調整をしなくてはならない区画はあるのでしょう
か。

特に想定していません。

14
材料の搬入口は、既設の揚重機等が使用できる状況なので
しょうか。

使用可能な状況です。

15
調整池の底部に勾配コンクリートがあり鉄筋探査ができない
場合は、設計変更として撤去するのでしょうか。

④～⑥通り間、Ｍ～Ｃ通り間の底版部は、勾配コンクリート
の無い箇所での施工ですので撤去は不要です。

16
勾配コンクリートを撤去する場合、工期の延伸は可能でしょ
うか。

勾配コンクリートの無い箇所での施工です。

17
削孔方法の検討をしたいため、地中梁の既設配筋図（標準
タイプ）を見せていただけないでしょうか。

別図「資料－１」及び「資料－２」による。

18
雨水の流入する可能性がある調整池と位置付けされていま
すが例年、作業を中止しなければならないような気象条件
は何日程度あったのでしょうか。

調整池に雨水が流入するのは、大雨時となっており、昨年度
の実績は７月に２回流入しております。
なお、渇水期においては過去に流入実績はありませんが、
気象状況によっては流入する可能性があります。

19

鉄筋探査工（下向き）480m2について
明細書「後施工せん断補強鉄筋工」で鉄筋探査工（下向き）
480m2が計上されていますが、通常、鉄筋探査に用いる検
査機器がRCﾚｰﾀﾞｰなら、測定深度は20cm程度までと思わ
れます。
今回の鉄筋探査工（下向き）で用いる検査機器は何を想定
されており、探査深度はどれ位のものを想定されているので
しょうか。

鉄筋探査機器は一般的な「電磁波レーダー法」による機器を
想定しています。測定深度は使用機器によりますが100～
300mmを想定しています。

20

鉄筋探査工（下向き）480m2について
後施工せん断補強筋の図面に特記事項で「鉄筋探査機に
より、鉄筋位置を確認すること」とありますが、削孔深さが平
均約２ｍ（最長で２．９５ｍ）もあるため、すべての既設鉄筋
位置を探査することは可能と思われますが、いかがお考え
でしょうか。

鉄筋探査は施工面側の上端筋を探査することを目的としま
す。



21
後施工せん断補強鉄筋工について
図面には既設調整池の配筋図がありません。既設調整池
の配筋図の明示をお願いします。

別図「資料－１」及び「資料－２」による。

22

施工対象箇所について
後施工せん断補強鉄筋工の図面には「地下５階」とあります
が、①地下５階にはどこから進入するように計画
されていますか。②各フロアの断面図の明示をお願いしま
す。③せん断補強鉄筋に用いる資材は「現場着」で見積され
ていると思いますが、施工場所が調整池の地下５階ですの
で、人力での小運搬が必要です。変更の対象と考えてよろし
いでしょうか。
④現在、調整池は水がない状態（乾燥状態）でしょうか。

①地下１階搬入口、もしくは第１ポンプ場沈砂池から搬入し、
同階天井ホイストにより地下５階 へ吊り降ろす計画です。
②「資料－３～４」による。
③場内昇降装置により、運搬します。
④調整池内のピットのみ水がありますが、それ以外は水の
無い状態です。

23

準備費の汚泥処分について
明細書「準備費」で汚泥の処分費70m3が計上されています
が、この汚泥は後施工せん断補強鉄筋工におけるコンク
リート削孔時に発生する汚泥と考えてよろしいでしょうか。

作業前の調整池内の汚泥除去としています。

24

諸経費算出について
設計書では「土木工事」「建築工事」「電気工事」の３つの合
計で工事価格が構成されていますが、諸経費算出はそれぞ
れ別々に対象額を算出して、積算されているのでしょうか。

３番の回答を参考にしてください。

25
設計書では「土木工事」「建築工事」「電気工事」の３つの合
計で工事価格が構成されていますが、それぞれ何年度の積
算基準を用いて工事費を算出されていますか。

平成２８年６月に積算を開始し、それに応じた積算基準を用
いています。

26
・後施工せん断補強工法の削孔方法は、削岩機によるもの
か、コアボーリングによる削孔なのか、設計書の考えを教え
て下さい。

施工業者からの見積りにより積算しています。
削孔方法は施工業者によります。

27
・工期的に非常に厳しい工事と考えておりますので、土日祝
日および、夜間等の作業は可能でしょうか。

工事は平日昼間作業としていますが、やむを得ない場合に
は別途協議して判断するものとします。

28

・局地的、突発的な集中豪雨等が発生した場合には、調整
池内に雨水等を流入させるのでしょうか。また、流入させた
場合には、これに係る清掃費用および日数の増加による工
期の延長等は、設計変更の対象とするのか、発注者として
の方針を教えて下さい。

集中豪雨等が発生した場合は、調整池内に雨水が流入いた
します。その場合は発注者と受注者にて協議し決定するも
のとします。

29
・特殊強力吸引車清掃工のホース投入口は、何か所在るの
か、教えて下さい。

調整池スラブに設置しているマンホールが２１箇所あり有ま
すので、そこからホースが投入できます。

30

・鉄筋探査では、梁下部の鉄筋は探査できません。削孔中
に梁下部の鉄筋に接触した場合には、削孔位置を変更し、
再削孔等を行いますが、これによる費用や日数の増加によ
る工期の延長等は、設計変更の対象とするのか、発注者と
しての方針を教えて下さい。

監督員との協議による。

31
現場内に現場事務所、作業員休憩所および資材置場
等の設営は可能か

可能です。



32

(図面番号：E-2～4･5において)連絡ｹﾞｰﾄ現場盤において平
面図ではLCPB11と明記されていますが、配線系統図では
LCPB14と明記されています。同一のものと考えて宜しいで
しょうか。ご指示願います。

左記の考え方のとおりです。

33
特記仕様書P2  5.安全対策について換気等事故防止に必
要な処置を講ずると明記されておりますが、どのような換気
設備計画を考えておられるのかご教示願います。

既存施設の換気設備等を使用することを想定していますの
で、監員との協議による。

34
上記の設備費に関わる費用はどの項目で計上されているの
でしょうか。若しくは設計変更の対象となるのでしょうか。

上記のとおりとする。

35
調整池内に照明設備が必要となると思われますが、どのよ
うな照明設備計画を考えておられるのかご教示願います。

調整池スラブから既設の照明にて照らすことができますが、
受注者でも照明設備を準備願います。

36
上記の設備費に関わる費用はどの項目で計上されているの
でしょうか。若しくは設計変更の対象となるのでしょうか。

上記のとおりとする。

37

調整池内の換気設備計画及び照明設備計画をご提示頂け
ない場合は、弊社にて上記計画をする必要がございます。
既設構造全体がわかる図面の提示をお願い致します。（開
口可能箇所等含む）

別図「資料－３」及び「資料－４」による。

38

調整池内工事における資材の搬入計画をたてるに当たり、
現状の配布資料では計画することが不可能です。搬入計画
ルート（調整池内）を図面にてご提示願います。（開口可能
箇所等含む）

別図「資料－３」及び「資料－４」による。

39
調整池内工事における資材の搬入をするに当たり、ウィンチ
等を利用するために既設構造物にアンカーを設置する事は
可能でしょうか。

既存ホイストレールを使用するものとしますが、小本数のア
ンカー設置は了承します。

40

土木工事の準備費（第C-2号明細書）に特殊強力吸引車清
掃工が2.17日と明記されております。積算上の想定日数と
実施日数が異なる場合は、設計変更の対象となるのでしょう
か。

設計変更の対象とはなりません。

41
上記清掃は上水も使用しながら清掃すると考えて宜しいで
しょうか。

調整池にある洗浄水弁から、水を使用できます。

42
土木工事の準備費（第C-2号明細書）に処分費70ｍ3が明記
されております。実施と異なる場合は設計変更の対象と考
えて宜しいでしょうか。

数量に変更がある場合は監督員と協議し決定するものとし
ます。

43 上記汚泥の積算上の想定比重をご教示願います。 想定比重は1.4としています。



44
上記汚泥は洗い水の想定数量も含まれているのでしょう
か。

上記洗浄水も含まれているものとします。

45
土木工事の準備費（第C-2号明細書）に汚泥吸排車運転工
の明記がございます。本項目は、汚泥の運搬費と考えて宜
しいでしょうか。

左記の考え方のとおりです。

46
後施工せん断補強鉄筋工の工法指定はございますでしょう
か。また、積算上参考にされた工法がございましたらご教示
願います。

・後施工せん断補強筋工について工法は特定していませ
ん。
・積算上は、財団法人 土木研究センター審査証明取得工法
による施工業者による見積りとしています。

47
工事費の算出に当たって単価適用年月日をご教
示願います。

平成２８年６月に積算を開始し、それに応じた単価を採用し
ています。

48
工事敷地内に、現場事務所、作業員詰所等を設置すること
はご許可いただけるでしょうか。また、その場合、借地費用
については無償と考えてよろしいでしょうか。

工事に支障がない範囲で現場事務所等の設置は可能です。
借地費用はについては無償としています。

49
工事敷地内の入退場に際し、セキュリティー上の制約事項
（鍵の授受方法・入場可能時間等）がございましたらご教示
願います。

ポンプ場の入退場に際しては特に制約事項はありません
が、小学校等の通学時間は、作業車の通行に注意を払うも
のとします。

50
工事に従事する作業員は、検便が必要となってくるのでしょ
うか。必要な場合は頻度等の条件をご提示願います。

特に必要とはしていません。

51

第A-6号明細書に発生材処分  ｶﾞﾗｽ類  0.06ｔ 及び廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類(ｼｰﾘﾝｸﾞ)  0.001ｔの明記がございます。発生材積込お
よび発生材運搬との整合が取れいていないように思われま
すが、単位はｔで見積して宜しいでしょうか。

発生材運搬、積込にガラス類と廃プラスチック類を含んだ数
量としています。なお、単位はｔとしています。

52
電気工事は場内管理業者以外での施工は可能でしょうか。
不可能な場合は、業者をご教示願います。

可能と致します。

53

内訳書 第E-1-4号に発生物件評価額と明記がございます。
戻入を意味しているのでしょうか。その場合は、対象物をご
教示願います。異なる場合は、本項目がどのような物なの
かご教示願います。

電線管、プルボックスのスクラップ処理費としています。

54 上記の規格・数量をご教示願います。
規格は鉄くず、ステンレスくずとしています。
数量は撤去分を計上しています。

55
仮設の電気と水道は施設の設備利用が可能でしょうか？
（共通仮設）

使用可能です。



56
施設の設備が利用可能であれば仮設の電気と水道の引き
込みはどこからでしょうか？　　　　　　　　　　（共通仮設）

使用箇所の近場から引込が可能です。

57
施設の設備が利用可能であれば電気の容量はいくらまでで
しょうか？　　　（共通仮設）

引き込みを行う場所のブレーカー容量によります。

58
電気・水道は無償支給と考えて宜しいでしょうか？（共通仮
設）

無償支給を予定していますが範囲については発注者と受注
者で協議し決定するものとします。

59 深夜及び土日・祭日は作業は可能でしょうか？
工事は平日昼間としていますが、やむを得ない場合には別
途協議して判断するものとします。

60
作業場の洗浄水の処理は施設内で処理可能と考えて宜し
いでしょうか？

可能とします。

61
汚泥処分は70㎥と内訳に記載されておりますが増減が出た
場合は実数清算と考えて宜しいでしょうか？　　（明細書）

数量に変更がある場合は監督員と協議し決定するものとし
ます。

62
作業時間は、AM8：00～PM6：00とし、資材搬入を含め昼間
作業と考えてよろしいでしょうか。又、時間制限はあるでしょ
うか。御指示願います。

工事は平日昼間作業としていますが、やむを得ない場合に
は別途協議して判断するものとします。

63
上記質問に対し、音出し・臭気作業等、夜間作業他今回工
事における諸条件等がありましたら御指示願います。

作業時の騒音等は特に注意するものといたします。

64
工事施工は、各箇所同時施工可能と判断し、工程を考えて
よろしいでしょうか。御指示願います。

左記の考え方のとおりです。

65

今回工事範囲となる２部屋（電気室前、換気機械室1）は、施
工期間中従業員他、人の通行使用はないものと考え、部屋
を閉鎖して施工できるものと考えてよろしいでしょうか。御指
示願います。

左記の考え方のとおりです。

66
今回工事期間中における諸条件等がありましたら御指示願
います。

特にありません。

67
現在他工事が工事区域に仮囲い設置されていますが今回
工事でも区域内に仮囲いを設置する必要はありますか。御
指示願います。

作業は場内作業となりますので、工事区域の仮囲いの設置
は必要ありません。



68
上記質問に対し、必要な場合、仮囲いの仕様・設置における
諸条件等がありましたら御指示願います。

仮囲いの設置は必要ありません。

69
作業場所（室内）への資材搬入に関し、通行ルート他の条件
等がありましたら、御指示願います。

場内の資材搬入ルートの指定は特にありません。

70
各室内の養生設備は、工事期間中常設と考えてよろしいで
しょうか。御指示願います。

左記の考え方のとおりです。

71
共通仮設費の安全費が計上されていませんが、今回工事
期間中、警備員の配置は必要でしょうか。必要な場合諸条
件等がありましたら御指示願います。

場内作業なので特に警備員の配置は求めていません。

72
仮設電気・水道については、既設建物の既設分電盤，水道
から分岐し有償支給と考えて宜しいでしょうか。御指示願い
ます。

58番の回答を参考にして下さい

73
生コン車、ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車他、資材搬入車輛については、施
設内を利用できるものと考えてよろしいでしょうか。御指示願
います。

左記の考え方のとおりです。

74
上記質問に対し、可能な場合敷鉄板他の養生施設は必要
でしょうか。御指示願います。

特に必要はありませんが、状況によって協議し決定するもの
とします。

75
工事関係者駐車場について、施設内駐車場を利用してもよ
ろしいでしょうか。御指示願います。

場内指定スペースを使用することは可能です。

76
災害防止養生（外部足場ｼｰﾄ）は、ﾒｯｼｭｼｰﾄと考えてもよろし
いでしょうか。御指示願います。

特に振動騒音等の対策を考慮していないので、メッシュシー
トで結構です。

77
外部足場明細に枠組本足場600枠との記載ありますが、くさ
び式緊結足場枠組で考えても宜しいでしょうか。御指示願い
ます。

建築積算上枠組本足場としていますので、同等の安全性を
有する足場を使用して下さい。

78
生コン打設は、大型車での打設が可能と考えてよろしいで
しょうか。御指示願います。

左記の考え方のとおりです。

79
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ明細にFc=24N/mm2 S=18との記載があります
が、構造体強度補正が含まれていると考えてよろしいでしょ
うか。御指示願います。

設計基準強度がFc=24なので、補正は含まれていません。



80
現在他工事が近隣で施工中ですが、工事敷地内に仮事務
所・仮設トイレを設置することは可能でしょうか。

設置は可能です。

81
図番E-5において、蛍光灯のみケーブルは既設再利用の記
載があります。その他部分全てにおいて既設ケーブル・電線
の再利用と考えてよろしいでしょうか。御指示願います。

左記の考え方のとおりです。

82
仮復旧において、各系統ごとに撤去し仮復旧接続する。とい
うような順次作業での考えでよろしいでしょうか。(別途の仮
設電源の供給なし)御指示願います。

左記の考え方のとおりです。

83
耐震補強工の後施工せん断補強鉄筋工は、3社見積の再
安値が採用されていると考えてよろしいですか？御教示願
います。

複数社に見積を徴収し、設計単価を決定しています。

84
あと施工せん断補強筋の補強効率の値について条件があ
りましたら教えていただけますか？

設計における有効係数は「0.9」としています。

85
工事事務所・作業員詰所の設置に際し、使用できる土地は
あるのでしょうか？また、借地代は発生するのでしょうか？

48番の回答を参考にしてください。

86
工事事務所・作業員詰所の設置に際し、仮設電気引き込み
距離、仮設水道引き込み距離、仮設下水道引き込み距離
を教えていただけますでしょうか？

現場事務所を設置する場所によります。
仮設下水道引き込みについては別図「資料－５」による。

87
かなりの作業員の通勤車両数になると思われますが、駐車
ｽﾍﾟｰｽはありますでしょうか？

75番の回答を参考にしてください。

88
電線管類（CP７０～１６）は種別（CP）は薄鋼ですが、ｻｲｽﾞは
厚鋼です。厚鋼電線管と考えてよろしいでしょうか？

CPは金属電線管（コンジットパイプ）の略称となっており、今
回工事で使用する電線管は厚鋼電線管としています。

89
新設配管類の塗装は工事範囲に含まれないと考えてよろし
いでしょうか？

塗装は電線管の付属材料に含まれているものとします。

90
新設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの仕様は完全防水（国交省仕様）と考えてよ
ろしいでしょうか？

左記の考え方のとおりです。

91
電気工事施工時の工事用電気は場内既存電気から供給可
能でしょうか？

可能となります。



92
後施工せん断補強鉄筋で発生するコンクリート殻の処
分費の計上がありませんが設計変更でしょうか。

監督員との協議による。

93
準備費の汚泥の処分費の性状及び比重についてご教
授いただけないでしょうか。

性状は泥水です。
比重については43番の回答を参考にして下さい

94
発生物件評価額の内訳数量を明示していただけない
でしょうか。

53番の回答を参考にしてください。
数量は撤去数量を積算いてください。

95

工期が平成29年3月31日となっていますが、常識的な
準備工・後片付け工を除いた施工可能期間は3ヶ月程
度と考えてよろしいのでしょうか？また、工期延期は可
能でしょうか？

通常施工業務では工期延期はしません。

96 土曜日曜祝日の作業は可能でしょうか？ 27番の回答を参考にしてください。

97

調整池内の換気設備・照明・工事用電気・工事用水は
既設の設備を使用できるのでしょうか？　あるいは、
別途仮設備としてそれらを準備する必要があるので
しょうか？その場合の仮設電気引き込み距離と使用
可能な電灯および動力の電気容量および仮設水道引
き込み距離を教えていただけますでしょうか？

12番の回答を参考にしてください。

98
材料等の搬入に際して、既設の揚重機等は使用でき
るのでしょうか？

14番の回答を参考にしてください。

99
調整池の底部に勾配ｺﾝｸﾘｰﾄがあり、鉄筋探査ができ
ない場合は設計変更として撤去するのでしょうか？ま
た、その場合には工期延長は可能でしょうか？

15番の回答を参考にしてください。

100

対象構造物が梁であり、躯体構築時の段取り筋など
により、鉄筋探査をしてもかなりの可能性で既設鉄筋
に当たることが予想されますが、再削孔については別
途設計変更の対象となるのでしょうか？

監督員との協議による。

101
ｱﾝｶｰ削孔方法の検討をするために既設地中梁の配
筋図をお借りすることは可能でしょうか？

別図「資料－３」及び「資料－４」による。

102
雨水の流入する可能性がある調整池と位置付けされ
ていますが、例年作業を中止しなければならないよう
な気象条件は何日程度あったのでしょうか？

18番の回答を参考にしてください。

103
本工事費のうち、土木工事１式について、本工事の採
用されています積算基準（年度含む）と経費工種をご
教示願います。

25番の回答を参考にしてください。



104
本工事費のうち、建築工事１式について、本工事の採
用されています積算基準（年度含む）と経費工種をご
教示願います。

25番の回答を参考にしてください。

105
労務費について、労務費は、「平成27年2月度以降の
労務」もしくは「平成28年度2月以降の労務」のどちらで
すか。ご教示願います。

25番の回答を参考にしてください。

106 本工事の適用単価月をご教示願います。 25番の回答を参考にしてください。

107
共通仮設費の算定について、施工地域・工事場所区
分は「市街地」ですか。ご教示願います。

左記の考え方のとおりです。

108
一般管理費率補正に係る前払金支出割合をご教示願
います。

40％にて積算しています。

109
契約保証金は、①金銭保証、②役務保証、③その他、
のいずれを採用ですかご教示願います。

左記①を採用しています。

110
本工事では①土木工事②建築工事③電気工事が並
列となっています。この場合の最低制限価格の算出
方法をご教示願えないでしょうか。

それぞれの工事費を合計した金額で算出しています。

111
共通仮設費　準備費　処分費について処分施設名称
及び運搬距離をご教示願います。

運搬距離は16kmです。


